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､蕊
はじめに

さきに，著者ら（1974）は秋田県由利郡鳥海村に住む

58歳の農夫からＥＣ/ij"osro"!αﾉｶ０，㎡c"Ｓｃ類似の虫体を得

たが本種と同定するまでには至らなかった．その後今日

までに秋田県下の14名に本種類似の虫卵陽性者が追加さ

れた．本論文ではこれら症例について駆虫を実施し，排

出された虫体および虫卯の形態学的検討を行うととも

に，その第二中間宿主の調査と本虫のヒトへの感染経路

についての考察から本虫体および虫卵はＥ,ハo,-ze,zscと

同定しうるとの確証を得たのでそれらの成績について報
告する．

,ｍｅＴｏｗｎ

ｸｳﾉう
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材料および方法

（１）調査対象および糞便検査法

1972年～1975年に調査した地域はＦｉｇ．１，Ｔａｂｌｅｌ

に示した如く，由利郡鳥海村，雄勝郡羽後町，平鹿郡大

雄村および南秋田郡五城目町で，ＡＭＳⅢ遠心沈澱法，

1975年の鳥海村はセロファン厚層塗抹２枚法による一般

住民の糞便検査を実施したその結果，Ｅ・ｈｏ７７ｃ"Ｓｃの

虫卵と思われる虫卵陽'性者については，さらに２～３週

間隔で３回の糞便検査を繰り返し持続的に虫卵が排出さ

れていることを確認した．糞便内虫卵数（EPG）は糞便

量０．５９をＡＭＳⅢ法で処理し，全沈法中の虫卯数から

算定した．

（２）駆虫法

駆虫に使用した薬剤はカマラＫａｍａｌａ（用量５～109）

で，服薬２時間後に下剤として硫酸ナトリウム10～209

を多量のぬるま湯または水とともに服用させ，その後

１～２日間にわたって排泄した全便を濾便し，フルイ中

に残ったものを実体顕微鏡下で精査し虫体の検出に務め

た（メッシュの大きさ0.420ｍｍ/ｍ、)．

（３）虫体および虫卵の比較

○○

○Ｏ

ｏｏＣｈｏ

し－－－、

Ｆｉｇ．１Geographicdistributionofhuman

echmostomiasisinAkitaPrefecture・

ヒトの駆虫で得た虫体11隻のうち７隻と，ドブネズミ

(秋田市で捕獲)より得た虫体５隻およびドジョウから採

集した頭疎26～28本のメタセルカリアをハムスターに与

え，１６日日に剖検して得た虫体５隻について形態的に比

較した．これらの虫体はいずれも圧平後70％アルコール

あるいは10％ホルマリンで固定カーミンで染色し，オイ

キット液（Eukitt）で封入したものである．なお糞便内

の虫卯はいずれもＡＭＳⅢ法で集卯したものについて

観察したが，動物からの虫卯は後日剖検し，成虫で五．

ﾉｶoγzcjZscと同定されたものである

３２）
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TablelResultsofstoolexaminationsforeggsontheinhabitantsinAkitaPrefecture

Ｎｏ．ｏｆ

ｅｘａｍｉｎｅｄ
Ｎｏ．ｏｆｅｇｇ
ｐｏｓｉｔｉｖｅｓ

Year Methods Ｅｃｈｉ"osZo7"αｓｐ．

ChokaiVillage 1972
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Ｔｈｉｃｋｓｍｅａｒ
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148(93.1）

８５(74.6）

510(18.6）
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６１(31.0）

464(23.2）

1604(25.2）

１５９

114

2744

４７０

６７６

197

1996

２
２
２
６
１
１
１

DaiyuVillage

UgoTown

GojomeTown

Total 6356 1５

（）：Showingpositiverates

状況

1972年～1975年に秋田県下４ケ町村（鳥海村,大雄村，

羽後町，五城目町）の一般住民6,356名の糞便検査を行

った結果2Tableｓ1,2に示した如く，本種類似の虫卵陽
巧

'性者は由禾11郡鳥海村と平鹿郡大雄村で各６名，雄勝郡羽

後町２名，南秋田郡五城目町１名の計15名であった．大

雄村において見出された症例７，８（家族数５人）およ

び症例９～1２（家族数６人）はそれぞれ同一家族であっ

た.性別では男８名,女７名でほぼ同数であり，年齢別で

は20～29歳は１名，３０～39歳は２名，４０～49歳は４名,５０

～59歳は４名で40歳以上の中高年者に多かった．ＥＰＧに

ついては症例３が830であったが,その他の症例では４～

56と少なく，１０例の平均ＥＰＧは96であった．なお,これ

ら陽性者15名のうち10名は横川吸虫卵も陽性であった．

（２）虫卵の形態

一般住民の糞便検査で検出された虫卵はいずれも卵円

形あるいは長楕円形で淡黄色を呈し，大きさはTable

２に示した如く15例（各15コ計測）ともほぼ同大で長径

0.112～0.140ｍｍ,短径0.073～0.088ｍｍ，卵殻の厚さは

３～４′であった．卵殼の一端に小さい卵蓋を，他端に

は多少肥厚が認められ，卵殼内には卵細胞と多数の卵黄

細胞がみられた(Figs、２～4)．

一方，これらの虫卵と比較するため準備された自然感

染ドブネズミおよび感染実験ハムスターの糞便内から得

たＥ・ノ）。γ""Scの虫卵は外形，色調および内容とも上

記の虫卵と同様な形態を示し，大きさも，Ｔａｂｌｅ４にみ

られる如く，ドブネズミのもの0.123～0.136×0.078～

0.083ｍｍ，ハムスターのもの0.123～0.132×0.076～

0.083ｍｍでヒト糞便内のものとほぼ一致した．また子

宮内虫卵ではヒトからの虫体で0.100～0.118×0.055～

0.064ｍｍ，ドブネズミで0.103～0.138×0.062～0.077

（４）感染源の調査

1974年～1975年までの期間に鳥海村，羽後町，大雄

村，五城目町の各症例の居住地周辺の小川，堰あるいは

水田の周囲を流れる用水路などで各種の淡水魚を採集

し，さらに八郎潟および浅内沼産の淡水魚も漁師から買

い求めて鰊口吸虫類メタセルカリアの寄生状況を調べ

た．検査した淡水魚はドジョウMsg"γ""ｓα"g"〃‐

cazｲａａＺｚｲs，ウグイＴγi6oJMo〃ノカα虎o"e"sis，フナＣＬＩ‐

γａｓ”ｓｃａ７ａｓｓｉｚ/s，タナゴＡＣ比iZog"αZ/izJs7"ｏ７ＪＭａｅ，

イワナSaJuC//""Ｓノe"ＣＯ"Zae"ｉＳＰ此uizzS，アユPZeCog‐

ZoSSz（SaZZiMiS，およびシラウオ`Ｍα"giCﾉｶ/ﾉiJ/ｓ’"〃

γodo,，の７種類である．

これらの淡水魚をブレンダーで細挫し，３７Ｃ人工胃

液内で３～４時間消化した．ついで数分間静置したあと

上澄を捨て，管底に残った沈澱物に水道水を加えるとい

う操作を２～３回繰り返した．そのようにして得た沈直

中には頭練が24本，２６～28本，３６～37本および43～45本

の４種練口吸虫類メタセルカリアが見出されたが，今回

はヒトから得られた虫体の頭辣が27本であったことから

隅鰊各４本を含む頭赫26～28本のメタセルカリア（以下

本種メタセルカリアと記す）を感染実験に供した．本種

メタセルカリアは浅田（1926,1939）の記載によれば

E・ハo,-Ze,ZSeにほぼ一致したが，念のためハムスターに

投与し，１５～20日後に剖検して得た成虫で種の同定を確

実にした．

また1975年には鳥海村一般住民425名について摂取し

た淡水魚の種類や調理方法などのアンケート調査も行っ

た．

成績

（１）一般住民におけるＥハo〃e"Ｓｃ類似虫卵の検出

（３３）
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Table2Casesofhumanechinostomiasis（Ｅ・ノio7re"Sc）
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Ｍ,ｙ，：Memgo"z"z"ＳｙｏＡｏｇａｚｃａｉ
Ｔ.t，：Ｔ７ｉｃｈ"７－ｉｓＺ７ｉｃﾉｉｉ２Ｚｒａ

Ｈ.ｗ､：Hookworm

Ｔ,ｏ，：Ｔ７ｉＣ/iosZ7o"gyJ"ｓｏﾉﾌﾞe"rα〃ｓ

Ａ.Ｌ：ASCαγｉＳＺｚｚ"Z6γiCoMeS

者ら1974）が，それらの虫体はほとんど変性，膨化した

ものであったので種の同定を保留しておいた．その後１１

名の駆虫を行い，虫体の検出に務めたがただ１隻の虫体

を見たにすぎず，従来の形態に追加すべき新知見は得ら

れなかった．そこで今回は自然感染のドブネズミおよび

実験感染のハムスターからヒトに酷似した虫体を得たの

で，それらについて記載し，ヒトのものと比較した

(Table４）．

虫体の外観はいずれもへら型で細長くハムスター

(9.1～9.7×1.40～1.65ｍｍ）の方がドブネズミの虫体

(7.2～9.3×1.28～1.35ｍｍ）より一般に大きかった．口

吸盤は体前端腹面に開き類円形，咽頭はドブネズミのも

のが一般に小さかった（平均0.251×0.194ｍｍ）がハム

スターのものでも0.202～0.267×0.228～0.270ｍｍと

ｍｍ，ハムスターで0.105～0.120×0.060～0.079ｍｍ

であり，糞便内の虫卵計測値よりかなり小さかった

(Figs、５～6)．

（３）駆虫成績

Ｅ・ハorZe"Sc類似の虫卵陽性者のうちカマラによる駆

虫を行うことができたのは症例６，７，１１を除く12名で

その成績はＴａｂｌｅ３に示した．すなわち症例３から１１

隻(著者ら1974)，症例５から１隻の虫体がそれぞれ排出

された．なお症例１～５および13からは横川吸虫の排虫

がみられている．症例３は６ケ月後に再度行なった駆虫

によりはじめて虫卵の陰転をみたが，他の症例では１回

の駆虫ですべて虫卵陰性となった．

（４）虫体の形態

ヒトから得られた虫体についてはすでに報告した（箸

（３４）
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Table３ResultsofanthelmintictreatmentwithKamalaforechinostomiasis
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ユ，イワナからは見出されなかった(Fig.７）．

羽後町，大雄村および八郎潟で採集したドジョウから

も同様に本種メタセルカリアが見出されており，その一

部は感染実験によってＥ・ｈｏγだ"Ｓｃの成虫を得ることが

できた．また八郎潟ではタナゴからも少数の本種メタセ

ルカリアを検出できた．しかし，八郎潟のフナ，シラウ

オ，浅内沼のフナからは検出されなかった．

鳥海村一般住民425名について淡水魚の摂取状況に関

するアンケート調査を行い202名から回答を得た．それ

によると過去一年間に淡水魚を摂取したと答えたヒトは

120名（59.496）で，摂取された淡水魚の種類，調理方

法などについてはTableｓ６，７に示した．すなわち，摂

取されている淡水魚の種類はイワナが36.7％と最も多

く，ついでウグイの28.3％，以下ドジョウ25.0％，フナ

21.7％，ヤマメ15.0％，アユ14.2％，コイ5.8％，カジ

カ3.3％，ナマズ1.7％の11頂であった．また調理方法につ

いては，焼くと答えたヒトが51.7％と最も多く，ついで

煮るが433％，以下酢のものあるいは“ぬた,，が各20.8

％，フライが9.2％，刺身が4.2％であった．この結果，

同村においては焼いたり，煮たりして食するヒトが多い

が酢のもの，“ぬた,,，刺身など生食またはそれに近い形

で食する習慣もあることがわかった．また，大雄村，羽

後町での本種類似虫卵陽性者（症例７～12,13～14）に

問診したところでは，いずれも居住地周辺で採集したド

かなり変異があり，標本作製上の差異とも考えられた．

頭冠には背部で中断しない頭疎が両端の隅鰊各４本を含

めてドブネズミで26～27本，ハムスターで26～28本，並

んでいる．頭練の大きさは約0.045～0.014ｍｍ，隅練は

ハムスターの平均0.047～0.012ｍｍがやや大きかった

（ドブネズミ平均0.040×0.011ｍｍ)．体前方部には筋肉

質のよく発達した腹吸盤（直径約0.68ｍｍ）があり，そ

の前方に陰茎雲がある．この大きさもかなり変異に富

み，ハムスターのもので小さなものは0.406×0.273ｍｍ，

大きなものでは0.612×0.316ｍｍであった.子宮は腹吸

盤前方から体の前約'/３に存在する卵巣後縁まで長くう

ねり，約200～250コの虫卵が充満していた．子宮の分布

領域（腹吸盤と前睾丸との間）はいずれの虫体において

も1.0～1.2ｍｍの範囲内であった．睾丸は体のほぼ中

央に縦に２コが並び類円形で所々に切れ込みがみられ

た．卵黄腺はいずれの虫体においても前睾丸上縁部より

始まり後睾丸下縁部から両側の卵黄腺が互いに接近し

体後端まで正中線上で重なり合う分布状態を示した

(Figs、８～15)．

（５）感染源の調査

感染症例の居住地周辺で採集した淡水魚の本種メタセ

ルカリアの感染状況はＴａｂｌｅ５に示した．検出された

メタセルカリアの大部分は頭練26～28本を有するもので

鳥海村においてはドジョウから検出されたがウグイ，ア

（３５）
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Table5Incidenceofechinostomatidmetacercariaeinfreshwaterfishes

Wormsrecovered

fromexperimentally
infectedanimals

Ｎｏ．of

fishes

examined

Echinostomatid

metacercariae
Locality Species

ChokaiVillage

Momoyake Msg"γ""ｓα"g"i"ｊｃａ〃α/"s（ドジョウ）

Sh！JUeJi""sZe"comae"ｚｓ （イワナ）

Ｍ７Ｓｇ"γ""Ｓα"ｇ"iZZiCazzaar"S

MIsg"γ""ｓα"ｇ〃/〃caz‘ααZ"ｓ

Ｔ７/6oZoao〃ノカαﾊo"e"Sｉｓ （ウグイ）

PJecogZoSS"saZZiueJiS （アユ）

ＭｉＳｇ"γ"zJSα"ｇ"iZZiCα"‘αｍＳ

ＣａｒａＳＳｉＺＺＳＣａ７ａＳＳｚ"Ｓ （フナ）

ＭｉＳｇｚＪ７"ZJSα"ｇ"iZJiCα"ααZ"Ｓ

ＣｔＪｒａＳＳｉｚＺＳＣａ７ａＳＳｚ"S

lMSgzJ7""Ｓα"gzJiZJiCaZJaaZZ/Ｓ

Ｃａ７ａＳＳｉＺＪＳＣαγαSSizZS

AcルノZog"αｵﾉｶ"Ｓ,"oγＭａｃ（タナゴ）

ＳｔＪｍ'zgicAZﾉiDﾉS’'zic'Ｍｏ〃 （シラウオ）

Ｃｃｚ７ａｓｓｍｌｓｃａ７ａｓｓｚ〃ｓ

０
８
０
０
０
９
５
６
５
７
０
０
０
０
０

２
３
２
２
１

１
３
２
３
５
３

Ｅ・ｈｏ７ｒｅ"Sｃ＋

Jinego

Fushimi

Ｅ，/io7re"SC

E・ho7ZC"Sｃ

＋
＋

ＵｇｏＴｏｗｎ ＋

DaiyuVillage ＋

Hachiro-gata Ｅ、ノzoγ”"Sｃ＋

＋

Ａｓａｎａｉ－ｎｕｍａ

ジョウを生寶に飼育しておき，冬期間それらを酢のもの歳の農夫から得たＥ・ｈｏγZe"Ｓｃ類似の虫体をＫａｍｉｙａ

あるいは唾ぬた,’にしてしばしば生食していたというこandIshigaki（1972）の計測値と比較し，頭練，陰茎嚢，

とである． 咽頭などに差があり，虫卵の大きさ，子宮の分布領域に

も違いがみられたとして種の同定を保留しておいた．そ
考察

の後，秋田県においてＥｈｏｒｒｅ"ｓｅ類似の虫卵陽性者

著者ら（1974）はさきに秋田県由利郡鳥海村に住む5８が合計15名となったが，駆虫によって虫体を検出するこ

とが極めて困難で今までに１名から１隻を追加したにす
Table6Speciesoffresh-waterfisheseaten

bypeopleofChokiVillage ぎない．しかし上記２名の虫卵陽性者が生食したと言う

近くの小川や用水路のドジョウから頭練26～28本の練口
Ｎｏ．ｏｆｅｘａｍｉｎｅｄｌ２０（％）

吸虫類メタセルカリアが普通に検出され，これら淡水魚

Stz/Ｍ/"z`ｓ／α《ＣＯ，"αCl!/ｓ（イワナ）４４（36.7）によって感染を受けたと考えられるに至った．浅田

D/Ｍｏ‘o〃ハαﾊo"elM（ウグイ）３４（28.3） （1926,1939）によれば本メタセルカリアはＥ､/iorrelZSe

Msg"γ""ｓα"g"〃caz``α/"s（ドジョウ）３０（25.0） と同定されたが，より確実なものとするためハムスター
Ｃｈγαssiz`ＳｃαγαＭ(ｓ（フナ）２６（21.7）

に投与し，得られた虫体を詳細に観察した．その結果，
Ｏ"cｏｒ/ｉＯﾉ"Cﾉｶ"ｓ''１αso〃（ヤマメ）１８（15.0）

虫体の外観，内部構造はもちろん，EAoγze"sどの特長
Ｐ比cogJoss"ｓａＪＺｊｕＣＪｉｓ（アユ）１７（14.2）

とされる頭練が隅鰊各４本を含めて26～28本であること
ｑ/P「伽ＳＣａｒＰ/０（コイ）７（5.8）

や子宮が長くうねっていること，さらには計測値もＹａ‐
CMzzsPoZZzzs （カジカ）４（3.3）

maguti（1933)，Kamiyaandlshigaki（1972)などの記
ParaszrJzJ7"sasorzｨｓ （ナマズ）２（1.7）

載とほぼ一致していた．また自然感染のドブネズミから

Table7Methodsofcookingoffresh-waterfishesinChokaiVillage

Fishsalad

（Nuta）
Ｎｏ．ｏｆ

ｅｘａｍｉｎｅｄ BroilingBoilFrySashimiVinegareｄｄｉｓｈ

２５

(20.8）
５２

(43.3）

１１

(9.2）
５

(4.2）
２５

(20.8）
６２

(51.7）
１２０

（３７）
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1975)およびKamiyaandlshigaki（1972)によればE

ho〃e"Ｓｃは日本，朝鮮，満州のドブネズミ，イタチ，イ

ヌなどに寄生するとしている．最近，古田ら（1975）は

京阪神地方在住の４名から練口吸虫卵とみられるものを

見出し，そのうち３名について四塩化エチレンを用いて

駆虫したが虫体を得ることができなかったという．さら

に吉田ら（私信1975）はこれらの症例の感染源と考えら

れたドジョウからＥノioγre"sどのメタセルカリアを得

て人体感染実験を試みたところ，糞便内に虫卵を証明し

ているが虫体は得ていない．したがってＥ、ho7ZC,JSCの

人体自然寄生例と確認できたのは著者ら（1974）の症例

(CaseNoB）が最初である．

かくて，日本における人体寄生の練口吸虫類はＥｃｈｉ‐

〃osto"zαα"eZo7c/iisAndoandOzaki，1923，ＥＣﾉｶｶzos‐

Zo"zα〃zac7o7c/iisAndoandOzaki，1923，ＥＣ/hi"ｏｃｈａｓ－

γ""ｓＰｅｌﾌﾟＭａｍｓＲａｔｚ,1908,Ｅｃｈｉ"oc/jasl"zZsJapolzzα`ｓ

Tanabe，１９２６およびＥｃｈｉ"osZo"zα/jo7-Zc"seAsada，

1926の５種となった．これまでの鰊口吸虫感染者の駆虫

にはＴａｂｌｅ８に示した如く，チモール，四塩化炭素，

四塩化エチレン，ヘノポジ油などが試みられていたが，

今回著者はカマラを使用し，その結果駆虫した12名中１１

名が虫卵陰転し，また最も寄生数の多いと考えられた症

例３（EPG830）は２回の投与によって虫卵が陰転した

ことから本剤がＥ､ｈｏγ花"Ｓｃに対して有効であること

が示された．

森下・加納（1960）によれば，練口吸虫類のヒトへの

感染経路としてＥＣ/ji"oC/jaSl""Ｓ属のＥ・Ｐ“/Ｍα/ＷＳ

ではモロュタナゴ，フナなどの生食をあげ，Ｅ・ノαPC‐

〃ic"ｓも実験感染で淡水魚（モロコ）の生食の可能性を

指摘している．またECA/"oSto,'Zα属のうちＥＣ/,ﾉﾋﾞｰ

Ｚｏｒｃｈｉｓではタニシ，Ｅ、ｍａｃ７ｏγｃＡｉｓではサンショウウ

オ，Ｅ、〃"αCe"seSandgroundandBonne，1940ではタ

ニシ，シジミ（セレベスのLindoe湖畔）Ｅ・iZoaz"z（"ｚ

（Garrison，1908）Odhner，1911ではタニシ,シジミ（フ

ィリピン）の生食であるとし，Ｅ､γeuo〃Z""zFroelich，

1802ではシジミの塩情けの摂取（台湾）という．このよ

うに鰊口吸虫類のヒトへの感染源として従来ＥＣﾊﾉ"〔汁

じんαS'''2`Ｓ属では淡水魚，Ｅｃｈｉ"oSZo"`α属ではタニシ，

シジミなどの貝類があげられている．しかし，前述した

ように古田ら（私信1975）はドジョウにEAol-r2"Ｓｃ

のメタセルカリアを検出しており，今回の調査でもドジ

ョウに本種が普通に検出されたことからヒトへの感染源

はドジョウが最も重要であると思われた．事実，今回の

得られた虫体についても全く同様な所見が得られた

(Table４)．しかも著者ら（1974）が同定を保留してお

いた陰茎嚢や咽頭の計測値の差違点は個体変異と考えて

も差しつかえないと判断された．虫卵の大きさは子宮内

虫卵(ヒト0.100～0.118×0.055～0.064ｍｍ，ドブネズミ

0.103～０．１３８×0.062～０．０７７ｍｍ，ハムスター0.105～

0.120×0.060～0.079ｍｍ）と糞便内虫卵（ヒト0.119～

0.131×0.078～０．０８１ｍｍ，ドブネズミ0.123～0.136×

0.078～0.083ｍｍ，ハムスター0.123～０．１３２×0.076～

0.083ｍｍ）では大きさが異なるもののようで，Kamiya

andIshigaki(1972)がイタチから得た子宮内虫卵やＹａ‐

maguti(1933）がドブネズミから得た糞便内虫卵とそれ

ぞれほぼ一致した．頭鰊の大きさは今回のドブネズミ，

ハムスターあるいはYamaguti（1933)，Kamiyaand

Ishigaki(1972）の成績ではいずれも約40β以上で，ヒ

トから得たものは平均28×13〃でかなり小さかった．子

宮の分布領域についてもほぼ同様で，ドブネズミ，ハム

スターのものは1.0～1.2ｍｍであるのにヒトから得たも

のは０．６～0.9ｍｍでかなりノトさかつた．これらの差につ

いてはいまだ＋分解明されていないが，虫体排出者が居

住地周辺のドジョウを生食した事実とそれから検出した

頭練26～28本のメタセルカリアで，ハムスターに投与し

て得たものはすべて40J似以上の頭辣を持っていたことか

ら，ヒトのものでは虫体が変性していたことでもあり，

また終宿主の違いなどによる変異とも考えられた．

かくて秋田県のヒトから検出された練口吸虫類の虫体

は形態的に，また第二中間宿主の存在から考察してＥ

ハ。γだ"Ｓｃと同定するのが最も妥当と考えられた．なお虫

体が確認されていない13例についても虫卵の大きさは

Yamaguti（1933)，上記２例，ドブネズミおよびハムス

ターのものとほぼ同じ大きさであった．もとより虫卵の

形態のみで種類を判断するのは困難であるが，かれらの

居住地周辺からも上記と同様にドジョウから頭練26～２８

本のメタセルカリアが普通に検出され，これらを生食し

ていることが問診で明らかにされているので，ＥＪｊｏ７‐

ｔｅ７ｚｓｅ寄生を十分に推察できると考えられた．

Ｅ・肋γZe"Ｓｃは浅田（1926,1939）がモノアラガイ

Ｌｙ”ZaeamPo"/cα,およびヒメモノアラガイＬｙ","αｅａ

ｏＪルルからのセルカリアをトノサマガエルＲａ"αノZig‐

γo"zaCw〃Zαおよび二ホンヒキガエルＢｚ４ｋ/ｂＵ,(Ｚｇａ７ｉＳ

./tzpo"iα`ｓのオタマジャクシに感染させて得たメタセル

カリアをさらにイヌおよびマウスに経口的に与えて成虫

を得て新種として記載したものである.Yamaguti(1933,

（３８）
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Table8CasesofhumanechinostomiasisreportedinJapan

ＰｌａｃｅｏｆＣａｓｅＡｇｅＳｅｘ ＳｐｅｃｉｅｓＮｏ， residense
Ｎｏ．ofworms

DrugusedReporterexpelled

ＭＦｕｋｕｏｋａ

ＭＯｓａｋａ

ＭＫｕｍａｍｏｔｏ

ＭＫｕｍａｍｏtｏ

ＭＡｉｃｈｉ

Ｅ、〃zac7o7chis

E・Ｐｅ'ﾌﾟｂＪｉａｍｓ

Ｅ．ｃ/"eZo7chis

E．ｃi'zeZo7cAis

E、Ｃｉ"eZo7Chis

Eノqlpo"iα`Ｓ

Ｅ・ﾉﾋｴPC"iCZ`Ｓ

Ｅ、Ｃｉ"eZorCAiS

E、ｍａｃｒｏγＣｈｉｓ

Ｅ、horZe"SC

E・ハo7Ze"Sｃ

Ascaridol

Thymol

Thymol
Carbontetrachloride

Carbontetrachloride

Thymol

Carbontetrachloride

Carbontetrachloride

＊
＊

『
上
ワ
】
へ
◎
４
詮
戸
⑩
〈
ｂ
〔
ｊ
ｎ
５
０
Ｊ
ハ
Ｕ
司
上

勺
上
『
上

1２

１４

４５

２７

４４

４
５
Ⅳ
型
３
３
２
３
皿
、
１

３

Ｍａｊｉｍａ （1927）

Hirasawa （1928）

TakahashictaZ．（1930）

TakahashieZaJ．（1932）

Kawaharaand

Yamamoto （1933）

Ujiie （1936）

Ujiie （1936）

HyodoandMatuyama(1958）

ＯｋａｂｅｅＺａＺ．（1972）

ＴａｎｉｅＺａＺ． （1974）

Ｔａｎｉ （1975）

Ｋｕｍａｍｏｔｏ

Ｓａｇａ

Ａｋｉｔａ

Ａｋｉｔａ

2４

４８

５８

５８

Ｆ
Ｍ
Ｍ
Ｆ

Tetrachlorethylene

Kamala

Kamala

Ｍ：ＭａｌｅＦ：Ｆｅｍａｌｅ＊：experimentalinfecl

秋田県下において見出されたＥ・ハo〃e"Ｓｃ類似の虫卵

陽性者のうち，鳥海村および大雄村の各６名，羽後町の

２名の併せて14名はドジョウよりの感染が強く推察され

た．

また，秋田県では特に冬期間にドジョウ，ウグイ，フ

ナなどを細かくきざんで酢みそでもみ，ネギを入れて食

べる駁ぬた，,料理，あるいは酢のもの，刺身などにして

しばしば淡水魚が生食される．さらにまたドジョウを細

かくきざみ，小麦粉とともに団子にして天ぷらあるいは

みそ汁に入れて食する習'償もあり，その調理の際，メタ

セルカリアに汚染されたまな板，包丁などを充分洗わず

に生野菜，漬物などに使って感染する場合も考えられ

る．

以上のように少なくとも秋田県ではドジョウやその他

の淡水魚の生食によりEjorZe"Ｓｃに感染する機会が

多いと考えられ，今後その第二中間宿主，終宿主などの

詳細な調査を県下の全域にわたって進めてゆきたいと考

えている．

まとめ

1972年から1975年の４ケ年間に秋田県由利郡鳥海村，

雄勝郡羽後町，平鹿郡大雄村および南秋田郡五城目町に

おける一般住民6,356名の糞便検査を行い，１５名に辣口

吸虫類似の虫卵陽性者を見出し，駆虫によって虫体を得

て種の同定を行うとともに，その感染源についても考察

した．

（１）鰊口吸虫類似の虫卵陽性者は鳥海村，大雄村に

infection

各６名，羽後町に２名，五城目町に１名であった．

（２）虫卵は15例ともほぼ同様な形態を示し，卵円形

あるいは長楕円形で小蓋を有し,子宮内のもので0.100～

0.118×0.055～0.064ｍｍ，糞便内のもので0.112～

0.140×0.073～0.088ｍｍであった．この大きさは自然

感染のドブネズミや実験感染のハムスターから得たE

horze"ｓｅの虫卵とほぼ一致した．

（３）著者ら（1974）が種の同定を保留していたヒト

寄生Ｅ・ノio〃e"Ｓｃ類似の虫体をドブネズミやハムスタ

ーから得た虫体と比較し，第二中間宿主との関連性も考

慮してＥ､ｈｏ７ｔｅ"Ｓｃと同定した．

（４）Ｅ､ノカol-Ze"Ｓｃ類似虫卵陽性者12名に対してカマ

ラによる駆虫を行った結果，全員が虫卵陰性となり，そ

の有効性が示されたが虫体の検出は困難であった．

（５）Ｅノカｏｒｔｅ,,Ｓｃのメタセルカリアは秋田県のドジ

ョウに普通にみられ，これらを生食する習慣があるとい

う．これらのことから考察してＥ・ACγZe,zSeのヒトへ

の感染源はドジョウが最も重要と考えられた．
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I Abstract

STUDIES ON ECHINOSTOMA HORTENSE (ASADA, 1926)

(1) SPECIES IDENTIFICATION OF HUMAN ECHINOSTOMIASIS

AND ITS INFECTION SOURCE

Shigekazu TANI

(Department of Parasitology, Akita University School of Medicine, Akita, Japan)

An epidemiological survey of human helminthiasis was conducted in Chokai Village, Ugo-

Town, Daiyu Village and Gojome Town in Akita Prefecture, with stool examination AMS III

centrifugation or cellophane thick smear techniques during a period from 1972 to 1975.

(1) From 15 out of 6,356 persons examined, the echinostome eggs were detected in the

feces.

(2) By the treatment with Kamala, the all patients out of 12 cases became negative and

11 adult worms were recovered from a man and one was from a woman respectively.

(3) It was found that the size, shape and arrangement of internal organs of these speci

mens were completely in accord with those of Echinostoma hortense Asada, 1926. Therefore,

this is the first report of proven human cases of E. hortense infection.

(4) Metacercariae of E. hortense were found in loach {Misgurmis anguillicaudatus).

(5) It was supposed that the human echinostomiasis in Akita Prefecture was mainly-

caused by eating raw loach.

(40)
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ExplanationofFigures

Figs、２～６ＥｇｇｓｏｆＥ．/Loﾉﾌﾞe"SCP

Ｆｉｇ．２ｆｒｏｍＣａｓｅＮｏ、３

Ｆｉｇ３ｆｒｏｍＣａｓｅＮｏ、９

Ｆｉｇ．４ｆｒｏｍＣａｓｅＮｏ、１１

Fig.５ｆｒｏｍａｂｒｏｗｎｒａｔ（Ｒ`ＷＺＬｓ〃o（でg/(Y１３）

Fig6fromahamster

Fig、７Metacercar1aparasiticinloach（Ｍ/sgz`'-7zZdsaﾉzgzJ/"/caz(ａａｒｚ`J）

Fig8Anteriorport1onofanadultwormrecoveredfromaman

Figs、９～ｌｌＧｅｎｅｒａｌｖｉｅｗｓｏｆｔｈｅｗｏｒｍｓｆｒｏｍａｍan

Figs、１２～l3Anteriorport1onofadultworｍｓｆｒｏｍｂｒｏｗｎｒａｔａｎｄｈａｍｓｔｅｒ

Ｆｉｇｓ、１４～１５Ｇｅｎｅｒａｌｖｉｅｗｓｏｆｔｈｅａｂｏｖｅｗｏｒｍｓ
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